
学校通信 
 

 

 

 

 

 

11月行事予定 

1 日  

2 月 ３年定着度テスト、衣替え完全移行 

3 火 文化の日 

4 水 図書司書来校 

5 木 伊東 SC来校(午前)、学習・広報委員会 

6 金  

7 土 苅田工業高校体験入学(午後) 

8 日  

9 月 ３年英検 IBAテスト 

10 火 ALT来校 

11 水 期末考査試験範囲表配布、図書司書来校 

12 木 伊東 SC来校(午後)、ALT来校 

13 金 ３年講演(入試の心得,足立雄一郎) 

14 土  

15 日  

16 月  

17 火 期末考査計画表作成、いじめアンケート 

18 水 体験交流授業、新入生入学説明会 

19 木 伊東 SC来校(午前) 

20 金  

21 土 郡新人(バスケット、バレー) 

22 日 郡新人(バスケット、バドミントン) 

ノーメディアチャレンジ、部活動中止 

23 月 勤労感謝の日、県大会(サッカー) 

24 火 推薦希望調査配布 

25 水 期末考査(学、国、保体、音)、図書司書 

26 木 期末考査(学、理、数、社) 

27 金 期末考査(学、美、英、技家)、専門委員会 

28 土  

29 日 県大会(サッカー)、地区新人(バドミントン) 

30 月 推薦希望調査提出、推薦志願理由書配布 

HIGHER per Second ～さらなる高みへ～ 
「思いを声に 声を形に 自分たちの学校を 自分たちで

変えていく」これまでの先輩方が築き上げてきた良い伝統は

継続しつつ、まだ足りていない課題の部分は、今年度の私た

ちが改善し、未来へ向かっていきたいという思いを込めてい

ます。今いる位置からさらなる上を目指し、自分たち、自分

たちの学校を高めていきたいと思います。できることを一人

ひとりが増やしていき、今だからできること、しなければな

らないことを実行し、みんなにとって一秒一秒が成長の時間

となり、学校生活が楽しく、全員が心地よく過ごせる学校を

目指します。これが今年の生徒会のスローガンです。 

体育発表会  

体育発表会実行委員の５人の皆さん、会場準備から運営ま

でありがとうございました。犀川中学校の心が一つになった

思いがしました。 

文化発表会 

合唱コンクールを通してクラスの心が一つになり、素晴ら

しいハーモニーができました。吹奏楽部、美術部、美術科や

１年生のかずら筆の取組等の日頃の活動の成果を発表するこ

とができました。最優秀賞は、3 年 2 組でした。 

 サッカー部が京築地区新人サッカー大会で優勝しました。

おめでとうございます。県大会は 11／23,29(福岡フットボー

ルセンター)です。 

 

              

 

 

 

              

 

 

  

 

部活動紹介  

【男子・女子バドミントン部  主体的に行動できる集団を目指してい

ます！県大会出場が目標です。      】                          

【剣道部   私たちの目指すものは、先輩です。３年生のように相手の

動きを素早く読み、スピードのある技を繰り出せるように練

習に励んでいきます。】   

                        

みやこ町立犀川中学校 校長 飯田恵文 

令和２年 1１月２日   No.７ 

自己教育力の育成をめざして 

 大事なことは、いかに自分の生涯の航海図を描くかというこ

とです。「学ぶ」とは、自己確立を目指すことであり、自らの「自

立」が前提になります。「自立」するために必要なことは「自活」

することです。動物園で育った動物の一番の問題点は、自然の原

野に放たれたら生き続けられないことだと言われています。そ

れは自力で餌を獲得したという経験がないからです。人間も動

物であり、豊かな物資に囲まれ、快適で、便利な生活環境の中で

手厚く保護されているだけでは「自立」する能力が育ちません。

物が豊富になり、子どもにとって何でも自由にできる生活にな

ったように見えます。生活体験や自然体験、そして社会体験も次

第に不足がちになってきています。「学力」は「自ら体験して実

感をもって学ぶ」ものであるとすれば、子どもにとっても生活の

中で仕事を成し遂げることの重要性がもっと強調されるべきで

す。そして、誠実に仕事をする中で自分を見つめなおすことがで

きると考えます。家庭や地域社会の生活の中で子どもに役割を

与え責任をもたせましょう。 

 学校生活では、基本的なマナー、生活習慣等をきちんと徹底さ

せます。集団生活をする上で他人に迷惑をかけず、自分のことは

自分で行うという基本をしっかり身に付けます。具体的には、

「あいさつ」「返事」「後片付け」を身に付けることです。「あい

さつ」は、人とのかかわりの基本であり、「返事」は、自分を大

切にすること、「後片付け」は、次に使う人への思いやりです。

さらに一人一人に役割を与え、学級に居場所をつくります。その

活動を通して、皆から認められるような場を設定していきます。 

 学級経営においては、積極的な生徒指導の機能を生かすなど

生徒一人一人の心の居場所づくりに努めます。また、生徒一人一

人のよさが生かされ互いに認め合い、安心して生活できる生活

集団や授業規律をもった学習集団を育成します。 

 


